平成１８年度神奈川県ジュニアリーダー大会　第２回実行委員会

参加者：増井・関口・池西・柳下・矢作・神名部・岩倉・根本・辻・橘・猪瀬・平石(ＮＦ)・渡邊（実行委員１２名）　（＊ＮＦ：New Face）
場所：県民活動サポートセンター11Ｆ
日時：平成１８年６月４日　１７：００～２１：００
1． ＭＬ・Ｗｉｋｉについて

　使用することの確認。諸事情により送れない人に対しての処置。

2． 大会要項確認
　委員への説明と確認。

　　プログラムについて【事務的なもの（開始、終了、掃除等）はずらせない】
3． ねらいについて

ねらいとは何？
参加リーダーに今回のプログラム、大会を通じて「どうなってほしいのか」

例）レクゲームが得意になってほしい
　　大前提としての「目的」は要項にある「参加者同士互いに刺激しあう。地域に戻ってからの本人の活動意欲の向上」→各ＪＬＣの活性化→各地域の子どもたちのために
宿題披露（ねらいについて考えてくる）
　　神名部「地元に帰ってからの目標を探す」（自分の弱点探し）
　　岩倉「自分たちは思っているより出来ているんだ！という自信をつけさせる」

　　矢作「自信をつけてもらおう」
　　根本「地域の子どものために」（最近薄れているのでは？）

　　　　　　　→この大会の根本にあるものだから必要なことなのだが、やることが大きすぎて、１泊２日の中では難しい
　　矢作「自信を持てるようなきっかけを与える」

→自信は経験によってつけるものだから、１泊２日の中では難しいので
　　関口「ジュニアはジュニアリーダーの価値をわかってもらう」
　　　　　　　→なぜ、ジュニアリーダーをやっているのか
問題点も挙げてもらう。

猪瀬「時間を守ろう！」
　　　　「子どもを惹きつける力が足りていない」

平石「先輩がすべてやってしまうし、後輩の経験不足」

「ジュニアとしての自覚不足」
　　「自分でやらなくちゃいけないという気持ちが足りていない」
　　岩倉「先輩の持っているスキルを吸い取ろうという意思を持たない」
　　井上(メール)「今のジュニアは子どもたちの手本になれているのか」
　　まな「子ども会があってのジュニアという意識がない」
　　　　「楽しいから居るだけになってる」

　　
（松森）なぜ自分がＪＬをしているかを意識させる

（平石）ジュニアを好きになって欲しい（活動・人との付き合いなども）

→直接「各地域の子どものために」にはつながらない？

結局は自分のためになってしまう。

（岩倉）ジュニアの根本を教えてあげる

ジュニアの活動・何のためか

ジュニアの視点ではなく、子どもの視点で考えられるようにしよう

“地域の子どものために”教えてあげるのではなく、知っているはずのもの。

入ったときはわかっていたことが、ＪＬの仲間と居ることの楽しさだけに行ってしまっている。初心を思い出す。

実行委員自体が忘れている。

子どものお手本

いかに参加者に伝えるかを考える（プログラム立て）

何を伝えてくるのか。

＜以下、まなのーとより＞

○ねらいって何？

このプログラムをすることによってＪＬがどうなるのか、どうなってほしいのか

　例）ゲームをたくさんできるようになってほしい
参加者が刺激しあう→地域に戻ってからＪＬ活動意欲の向上→各ＪＬＣの活性化→各地域の子ども会（子ども達）のために（ＪＬ大会の柱）

じゃあ、ＳＬは何をする？ＪＬ大会は何をする？

→約１０ｈでは“自信がつく”までにはならないのであくまで大会はきっかけ作り。大会がきっかけ（土台）になって地域に戻って変わってくれればいい。


自信がついてくれれば（先に繋がっていくような）

ＪＬって何？ＪＬって何をすればいいのか？

→周りの流れに身を任せてマニュアルどおりに動いているから自信がない

○大会で今のＪＬの活動を見つめ直して欲しい

『野外炊事で子ども達の手本になれないような子が多いのでプログラムとして野外炊事を入れて欲しい（さとし君）』とのこと

○ＪＬは何のためにいるのか？

お金では買えないものが、子ども会（ＪＬ）の為にある。すごいことをしているということを気付かせてあげられるだけでも地域の子ども会が変わっていくのでは？

自分に自信がないとＪＬには教えられない。


今回の大会ではＳＬもＪＬも自信がつくようなものにすればいい！

・スタッフも大会に参加しようとしている子は、ＪＬが好きで、子どもが好きでここにいるので、それをＪＬに教えてあげればいいのでは？

・どこが好きだかはわからないけれど、それは自分の事であって、それが子ども達の為になるのか疑問。各地域の子ども達のためになるかはわからない。

・ＪＬになってとき、皆子どもがいるからＪＬがいるっていうのがわかっていたけどだんだん活動を重ねていくにつれて忘れてしまっているだけ。大会ではそれをＳＬが引き出してあげればいい。ＳＬもそれを忘れていただけなのかも。

○今大会のねらい（おおもと）





第１回大会：各地域の子ども達の為にねらいを考えよう。

第２回大会：各地域の子ども達の為に手本になろう（ＪＬって何・子どもの為にいる）


○どこに焦点をもっていけばねらいをわすれずプログラムができるか

4． スケジュール確認

６月１１日（日）　　９：１５　本厚木駅集合
ＡＭ
七沢（下見）
ＰＭ
ヤンコミ（会議）
７月　８日（土）　１０：００～１９：００　　スカウト会館（会議）
○ＪＬって何？って聞かれたときどう説明する？


Ａ，よくわからない→自信がないから答えられない


○今回の大会でひとりひとりがきちんと説明できるようになる


↓


自信ＵＰ


↓


積極的


↓


やる（出来る）





○先輩も安心して見ていられるようになるので手を出さない





大会目的


子ども達のために





第１回大会


ねらいについて





第２回大会


子どもの手本





笹倉さんのＧＷ





ＪＬって何？








